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フェロー紹介 協力者

産学官連携の取り組み

地域社会への貢献

当研究所は、先端融合領域の産学官連携拠点として、研究開発および成果の社会還元を進めていきます。

AC・Net（情報通信技術研究交流会）
Human Network for Researchers toward
Advanced Telecommunications

・国際ナノテクノロジー総合展・技術会議(nano tech)
・国際フロンティア産業メッセ
・けいはんな情報通信フェア
・サイエンスフェアin兵庫　ほか 

1993年　
郵政省通信総合研究所入所
2008年　
未来ICT研究センター長
2011年　
未来ICT研究所長
2013年　
NICT Fellow
2021年　
脳情報通信融合研究センター 副センター長
現在に至る
兵庫県立大学連携大学院教授　理学博士

略歴

郵政省通信総合研究所（当時）に入所後、分子素子として優れた特性を持つタンパク質
モータの構造と運動機構に関する生物物理学的研究を一貫して行ってきました。特にダ
イニンの構造と機能の解析を物理学的視点から進め、この分野の発展に貢献してきまし
た。必要最少限の構成要素を用いて、タンパク質モータの機能を試験管内で再構築し、
その解析を行う「in vitro 再構成実験系」と、一つのタンパク質モータ分子を捕捉して、
その力学・酵素特性を計測する「単一分子計測手法」の開発やその発展にも貢献し、機能
解析に構造解析手法を組み合わせることで、分子素子の構造から機能まで幅広く解析を
進めてきました。その成果は、Nature誌をはじめとした国際一流学術誌に多数の論文と
して発表してきました。また、これらの成果の重要性が認められ、2005年の第23回大阪
科学賞を受賞しています。さらに、タンパク質モータを新奇機能素材としてとらえて、セン
サーや超小型駆動装置などへの工学的応用を意識した領域融合的研究を進め、タンパ
ク質モータ研究分野の新しい展開を試みており、2020年には、科学技術分野の文部科
学大臣表彰科学技術賞(研究部門)を共同受賞しました。分子通信や自然知という情報通
信の新概念を提唱することで、世界的な新しい潮流を生み出そうとしています。

連携大学院
大学と基礎研究に関する連携協定を結び、その下で研究開発、人材交流
および人材育成を推進しています。

施設見学
アウトリーチ活動の一環として、施設見学の受け入れを行っています。教
育連携として、近隣の高等学校との覚書を取り交わしている例もあります。 

AC・Netは、1990年、関西地区における情報通信分野の研究者・技術者の
交流の場として発足しました。
以来、最新の研究動向・技術動向をテーマに、200回を越える講演会を開催
するなど、産学連携・地域連携の場として、組織の枠を越えた密接な交流や
情報交換の機会を提供しています。 

未来ICT研究所では、毎年7月下旬に施設一般公開を行っています。会場
では、研究所で行われているさまざまな研究分野の展示ブースが並び、
研究員が趣向を凝らした体験型の展示を行っています。子どもから大人
まで楽しく理解できるような内容となっています。また、同時に一般向けの
講演会を開催しており、研究者が最先端の研究成果を身近な事例を交え、
分りやすく解説を行っています。
毎年、多くの方に来場いただき、神戸でのNICTの活動について知ってい
ただく重要なイベントとなっています。

未来ICT研究所の先端研究を紹介するとともに、知財や技術移転といった
具体的に社会へ還元できる成果を発信しています。社会のニーズを知る
場でもあり、基礎・シーズ研究を行っている未来ICT研究所としては研究の
方向性を検討する良い機会となっています。 また、未来ICT研究所主催の
シンポジウムも開催しています。 

施設一般公開

出展など

大岩 和弘
おおいわ　   かずひろ

主管研究員

1988年-2010年
大阪大学大学院 教授
1998年-2003年
ブレークスルー21結集型プロジェクトリーダー
2011年-2022年
脳情報通信融合研究センター長
2022年　
NICT Fellow
現在に至る
工学博士

略歴

タンパク質モータ単一分子の運動機能を、空間分解能ナノメートルレベル、時間分解能
ミリ秒レベル、さらに力検出ピコニュートンレベルというきわめて高い精度で観察・操作・
計測する技術を確立して、生体分子は熱揺らぎを有効に利用して省エネで高効率なエネ
ルギー変換を行うとする「ゆらぎ原理」を確立しました。この「ゆらぎ原理」は、正確さを犠
牲にして、省エネで柔軟に自律的に働くメカニズムを獲得した生物の特性であり、タンパ
ク質分子によって駆動されているあらゆる階層の生命活動に適用できることを分子・細
胞・脳機能研究を通して明らかにしました。1998年には、「情報通信ブレークスルー基礎
研究21」の結集型研究でリーダーとなり、未来ICT研究所の脳機能グループを牽引しま
した。以来、脳科学と情報科学を融合させた新しい研究分野をNICTにおいて開拓してき
ました。2011年には、脳情報通信融合研究センター（CiNet）を設立、初代センター長
として、優秀な人材を世界中から集めて脳情報通信融合研究を推進する基盤を構築し、
この研究を11年にわたって主導しました。「おもろい研究」をスローガンに掲げて研究員
の能力を引き出し、脳情報解読、社会脳解析、運動脳解析、知覚情報処理などの分野で
多くの先駆的業績を生みだしました。これらの独創的研究成果やリーダーシップは、恩賜
賞・学士院賞受賞や文化功労者顕彰、学士院会員への選出で示されるように、国の内外
から高く評価されています。現在も「ゆらぎ」を用いた脳内での情報処理の研究を精力
的に続けています。

柳田 敏雄
やなぎだ　　としお

脳情報通信融合研究センター（CiNet）
Ｒ＆Ｄアドバイザー








